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　「
本
が
売
れ
な
く
な
っ
た
」
と
云
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
随
分
久
し
い
。

そ
の
う
ち
に
雑
誌
も
売
れ
な
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。
新
聞
も
軒
並

み
頭
打
ち
と
い
う
。 

　
そ
れ
に
は
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
説
明
が
な
さ
れ

て
い
る
。
曰
く
出
版
点
数
が
多
す
ぎ
る
。
曰

く
大
型
書
店
の
出
店
に
よ
っ
て
町
の
小
書
店
が

店
じ
ま
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
曰
く
古
く

か
ら
あ
る
名
門
雑
誌
が
部
数
減
と
な
る
一
方

で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
新
し
い
雑
誌
が
雨

後
の
筍
の
よ
う
に
続
々
発
刊
さ
れ
て
は
廃
刊
さ

れ
て
い
る
。 

　
と
は
云
っ
て
も
そ
の
背
景
に
は
生
活
習
慣
が

変
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

夜
更
か
し
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
生
活
時
間
だ

が
、
際
限
な
く
増
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
有

限
の
時
間
の
枠
の
中
に
パ
ソ
コ
ン
が
入
り
こ
み
、

ゲ
ー
ム
が
悪
魔
の
よ
う
に
時
間
を
盗
み
、
ケ
ー

タ
イ
の
メ
ー
ル
な
ら
ま
だ
し
も
ケ
ー
タ
イ
小
説

ま
で
出
現
す
る
。
こ
ん
な
状
況
で
は
ゆ
っ
く
り

落
ち
着
い
て
読
書
に
ふ
け
る
時
間
が
な
く
な
る

わ
け
だ
。 

　
今
の
所
で
は
乱
立
し
た
時
間
盗
人
た
ち
が

お
互
い
に
自
己
主
張
を
し
て
、
主
体
と
な
る
べ

き
人
間
は
た
だ
お
ろ
お
ろ
と
そ
の
日
を
送
っ
て

い
る
み
た
い
な
感
じ
が
あ
る
。 

　
そ
の
結
果
は
ど
う
な
っ
た
か
。
若
い
世
代
の

思
考
力
、
表
現
力
、
伝
達
力
が
何
と
な
く
頼

り
な
い
で
は
な
い
か
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
子
ど

も
の
読
解
力
の
各
国
比
較
で
は
日
本
は
が
く

ん
と
順
位
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。 

　
文
字
は
先
人
の
思
想
や
歴
史
を
伝
達
す
る

唯
一
最
高
の
道
具
だ
。
そ
の
文
字
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
も
ケ
ー
タ
イ
で
も
使
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

水
準
の
高
い
文
章
か
ら
文
脈
を
読
む
こ
と
は

読
書
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
だ
。
生
活
時

間
の
奪
い
合
い
に
身
を
任
す
の
で
は
な
く
、
少

し
で
も
読
書
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。 

　
そ
の
読
書
の
き
っ
か
け
を
作
り
、
読
書
環

境
を
確
保
す
る
た
め
に
公
共
図
書
館
の
働
き

か
け
が
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
情
況
の
も
と
で
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
の
貯
蔵
庫
で
も

な
け
れ
ば
、
貸
本
屋
で
も
な
い
、
今
の
時
代

の
た
め
の
図
書
館
が
生
ま
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。 

昭
和
６
年
生
。
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学

部
卒
。
㈱
資
生
堂
名
誉
会
長
。
6

企

業
メ
セ
ナ
協
議
会
会
長
、
東
京
芸
術
文

化
評
議
会
会
長
。
著
書
に
『
猫
と
小
石

と
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
』、『
ぼ
く
の
複
線
人
生
』、

『
変
化
の
時
代
と
人
間
の
力
』
等
。 

「
石
橋
湛
山
と
い
う
存
在
」 

豊
島
区
図
書
館
行
政
政
策
顧
問 

粕
谷
　
一
希 

 

　
言
論
人
の
首
相 

　
海
老
澤
了
之
介
を
紹
介
し
た
先
号
で
、

そ
の
早
稲
田
時
代
の
学
友
と
し
て
石
橋
湛

山
が
出
て
き
た
。
そ
の
石
橋
湛
山
は
永
く

目
白
の
奥
の
落
合
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
。
私

は
偶
然
な
こ
と
か
ら
、
石
橋
湛
山
が
総
理

に
な
ら
れ
た
と
き
、
中
央
公
論
社
長
・
嶋

中
鵬
二
氏
の
お
供
を
し
て
落
合
の
お
宅
に

伺
い
、
一
時
間
あ
ま
り
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

側
か
ら
拝
聴
し
て
い
た
（
昭
和
３２
年
３
月

号
の
『
中
央
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。 

　
中
央
公
論
の
前
社
長
・
嶋
中
雄
作
氏

は
石
橋
湛
山
氏
な
ど
と
二
七
会
と
い
う
定

例
の
会
合
を
も
っ
て
い
た
仲
間
で
、
戦
時
中

を
通
し
て
在
野
の
自
由
主
義
的
立
場
を

貫
い
た
同
志
で
あ
っ
た
。
そ
の
石
橋
さ
ん
が

総
理
に
な
っ
た
。
言
論
界
出
身
の
首
相
と

は
日
本
の
政
治
史
の
中
で
も
珍
し
い
。
昔
か

ら
の
仲
間
『
中
央
公
論
』
と
し
て
も
奮
起

し
て
応
援
す
る
立
場
に
立
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。 

　
石
橋
内
閣
は
不
幸
に
し
て
数
ヶ
月
の
短

命
内
閣
で
石
橋
さ
ん
は
母
校
の
早
稲
田
で

講
演
中
に
倒
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
寒
風
の
中

に
長
時
間
立
た
さ
れ
た
の
が
い
け
な
か
っ
た
ら

し
い
。
石
橋
内
閣
が
降
り
た
た
め
に
岸
内

閣
が
成
立
し
た
。
も
し
、
石
橋
内
閣
が
続

い
て
い
れ
ば
、
六
十
年
安
保
や
日
中
関
係

な
ど
、
か
な
り
様
相
を
異
に
し
て
い
た
だ
ろ

う
。
石
橋
内
閣
で
４２
歳
の
若
さ
で
官
房
長

官
に
な
っ
た
石
田
博
英
は
日
経
新
聞
出
身

の
新
聞
記
者
上
が
り
で
、
や
は
り
リ
ベ
ラ
ル

な
感
覚
を
も
っ
て
い
た
政
治
家
で
、
池
田
内

閣
で
労
働
大
臣
を
や
り
、
三
井
三
池
争

議
を
調
停
し
て
令
名
を
馳
せ
た
。 

　
蘇
峰
対
湛
山 

　
石
橋
湛
山
の
小
日
本
主
義
は
満
州
放

棄
論
と
い
う
急
進
的
自
由
主
義
の
表
明
で

あ
り
、
帝
国
主
義
批
判
で
も
あ
っ
た
。
同

じ
言
論
人
と
し
て
、
現
実
の
日
本
と
歩
調

を
合
わ
せ
た
徳
富
蘇
峰
と
対
極
を
成
す
。

徳
富
蘇
峰
対
石
橋
湛
山
は
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
と
日
本
人
に
と
っ
て
も
大
き
な
比
較

検
討
を
要
す
る
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。 

　前号で１１月に開催する（仮称）図書館サミットについてお

知らせしました。そこで今回は、開催に向けた準備の状況に

ついてご報告します。  

実施に向けた組織づくり 
　（仮称）図書館サミットは、豊島区が発起し、趣旨に賛同する

全国の団体と実行委員会を設立し開催するものです。実行委員

会に対する区からの補助金予算も区議会の承認を得ることができま

したので、これから、各団体に趣旨を説明し参加を呼びかけていく

ところです。サミットの名のとおり、各団体のトップによる首脳会談で

す。  

　実行委員会で協議していただく議題は、１１月のサミット本番のプ

ログラム、運営経費の収支、ＰＲ方法、マニフェストの案などですが、

現在、議題の素案を準備委員会（区内部の会議体）で検討し

ています。４月から図書館は、教育委員会事務局から区長部局に

移行し、文化商工部図書館課となりましたが、このサミットについ

ては、教育長はじめ教育委員会事務局と文化商工部、そして総

務課の連合体が準備委員会として協力してくれています。今後は

さらに区役所全体が一丸となってサミットをバックアップする態勢です。 

サミット日程 
　１１月１２・１３日、東池袋の劇場「あうるすぽっと」と西池袋の「明

日館」を会場に、基調講演～パネルディスカッション～分科会討議

～分科会報告を経て、マニフェスト採択という日程を予定しています。

基調講演は、国立国会図書館の長尾真館長にお願いする予定で

す。また、区内六大学にも協力を呼びかけ、多くの区民の皆様に

も参加していただき、全区をあげた取り組みとしていきたいと考えます。  

マニフェストとは 
　実行委員会には、共同でマニフェストを掲げることを提案します。

準備委員会でマニフェストの骨組み案を作成し、実行委員会での

協議、サミットの討議を経て、マニフェストとして発信していきたいと

考えています。要素としては、読書離れ・活字離れの現状に対す

る共通認識、文字・活字文化振興法の崇高な理念の確認と、

法の具現化に取り組む決意の表明など「共同宣言」部分と、実

行委員会参加団体の取り組みと目標を表した「行動目標」の二本

立てを想定し準備委員会で検討中です。  

 

「本のある風景」写真の投稿を募集します。 
詳細は中央図書館企画調整グループへご連絡ください。 
電話０３-３９８３-７８６１ 
 

― 中学生の職場体験で子どもたちに本の読み聞かせ ― 
中央図書館でも6月から区立中学校の生徒を受け入れます。 
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レファレンスとは？ レファレンスとは？ 今回は、児童コーナーでのレファレンス事例をご紹介します。 

千早図書館がお薦めする本  

「新しいこと始めよう」 

『ツタンカーメン王の秘密』 
（２００５年１２月　第６刷） 
作　　ハワード＝カーター 
訳　　塩谷太郎 
絵　　まがみ　ばん 
発行　講談社　青い鳥文庫 

　６月２７日から古代オリエント博物館（サンシャインシティ文化
会館７階）で開館３０周年記念特別展覧会「吉村作治の早大エジ
プト発掘４０年展」が開催されます。 

 

書　名　 

『せかいの  はてって  どこですか？』 
著者名　アルビン・トゥレッセルト／文 

　　　　ロジャー・デュボアザン／絵 

　　　　三木卓／訳 

出版社　童話館出版 

所蔵館　全館所蔵 

 

　自分の暮らす井戸の中が「せかいのぜんぶ」

だと思っていた一匹のかえるが、あること

をきっかけに、「せかいのはて」を見るため、

井戸の外へと跳び出します。ロジャー・デュ

ボアザンが描く主人公のかえるはどことなく

愛嬌があります。彼と一緒に新しい世界を

めぐる、そんな気分になれる一冊です。 

　仕事に家事にと頑張ってこられた方々にとって、定年は新しいことを始めるチ

ャンスです。ボランティアも選択肢の一つですね。この本では、一人ひとりの興

味、体力、専門性、自由時間に応じた約９０種類のボランティア活動を紹介して

います。ボランティアを通じて新しい仲間をつくったり、地域とのつながりが生

まれることは、その後の生活を楽しく充実したものにしてくれるでしょう。 

生涯の一冊 
（5） 

「
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
の
ひ
み
つ
」 

　
私
の
今
日
あ
る
の
は
た
っ
た
一
冊
の
本
、
「
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン

王
の
ひ
み
つ
」
の
お
か
げ
で
あ
る
。
私
は
小
学
生
の
頃
背
丈
が
低

く
運
動
の
苦
手
な
子
供
だ
っ
た
。
そ
の
為
放
課
後
は
校
庭
で
居
場

所
が
な
く
、
出
来
た
て
の
図
書
室
に
行
く
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。

家
は
江
戸
友
禅
の
職
人
だ
っ
た
の
で
夕
方
に
な
る
ま
で
家
に
は
帰

れ
な
い
事
情
も
あ
り
、
図
書
室
で
時
間
を
過
ご
し
た
。
そ
の
時
、

司
書
の
先
生
に
何
を
読
ん
だ
ら
い
い
の
か
を
聞
い
た
。
す
る
と
そ

の
先
生
は
「
伝
記
を
読
み
な
さ
い
。
人
間
の
一
生
は
一
回
だ
か
ら

伝
記
を
読
ん
で
気
に
入
っ
た
人
の
人
生
を
目
標
に
し
た
ら
い
い
よ
。
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
早
速
シ
リ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
た
偉
人
伝
を
読

ん
で
い
っ
た
。
１
ヶ
月
く
ら
い
は
か
か
っ
た
と
思
う
が
、
偉
人
の

生
き
方
っ
て
と
て
も
真
似
出
来
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
し
て
最
後
の
冒
険
探
検
の
コ
ー
ナ
ー
に
、
こ
の
本
が
あ
っ
た
の
だ
。 

　
内
容
は
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
者
の
発
掘
記
だ
っ
た
が
、
主

人
公
ハ
ワ
ー
ド
・
カ
ー
タ
ー
の
生
き
方
は
私
の
心
を
わ
き
立
た
せ
る
も

の
だ
っ
た
。
小
学
校
し
か
出
て
い
な
い
カ
ー
タ
ー
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
名

門
大
学
な
ど
の
教
授
た
ち
が
「
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
な
る
王
は
い
な
か
っ

た
。
王
名
表
に
も
載
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
」
と
言
う
の
を
尻
目
に
遂

に
見
つ
け
て
し
ま
う
物
語
な
の
だ
。
し
か
も
自
分
で
は
資
金
を
調
達
出

来
な
い
の
で
、
カ
ー
ナ
ボ
ン
卿
と
い
う
資
産
家
に
発
掘
資
金
を
出
し
て

も
ら
っ
て
の
快
挙
だ
。 

　
と
も
か
く
凄
い
人
だ
。
こ
う
い
う
人
が
活
躍
出
来
る
エ
ジ
プ
ト
と
い

う
と
こ
ろ
に
是
非
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
勉
強
を
始
め
た
の
が
、

エ
ジ
プ
ト
考
古
学
者
へ
の
第
一
歩
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

書　名　『団塊世代のための 
　　　　ボランティアガイド』 
著者名　生きがい倶楽部 

出版社　九天社 

所蔵館　巣鴨・千早・目白 

児童向け 

ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  図書館でボランティアとして、また自主的に活動されている皆様をご紹介します。 

　お尋ねが多いものの一つに、タイトルの思い違いや、タイトルは忘れてしまったけれど内容の

概略は覚えていて ･･･ というものがあります。 

 

　小学校低学年の女の子からの質問。 

女の子：『ながぐつをはいたねこ』の絵本はありますか？ 

　棚に並んでいる何冊かを紹介するが、 

女の子：これじゃない。 

　更に閉架書庫の本も持ってきて見てもらうが違うとのこと。タイトルが『ながぐつをはいたねこ』

で、しかも絵本ならばこの中のどれかのはず ･･･ 。と思いながらもさらに聞いてみることに。 

職　員：本の名前は、『ながぐつをはいたねこ』だった？ 

女の子：そう。 

職　員：ここの図書館（中央）で見たのかな？ 

女の子：違う。 

職　員：どこで見たの？ 

女の子：学校で朝読んでもらった。 

　朝の読み聞かせの時間に読んでもらった本なら、図書館から貸し出されたものが使われること

も多いはず。もしかしたらタイトルを思い違いしてるのかな。 

 

職　員：どんなお話だったか覚えてる？ 

女の子：主人公は女の子で、その女の子は力持ちで、肩に猿をのせているの。 

 

　これでおわかりになった方も多いと思います。 

この女の子の探していた本は、『こんにちは、長くつ下のピッピ』（アストリッド・リンドグレーン作

イングリッド・ニイマン絵　いしいとしこ訳　徳間書店）でした。長くつ下と、ながぐつってちょっ

と似てるから勘違いしますよね。本が見つかって一安心しました。 

 

　このような事例には、パソコン検索も事典も歯が立ちません。職員の記憶と勘が頼りです。特

に児童書を担当する職員にとって、児童書を読んで知識を蓄えることはとても大切な仕事の一つ

です。児童書に関するご質問や、「子どもの頃に読んだけれどもタイトルが思い出せない ･･･ 」

という本がありましたら、どうぞ職員にお尋ねください。 

　「俳句歳時記」は、作句者にとってバイブルの一冊である。 

　それは、季節のもつ意味や内容を正しく調べるときの拠り所と

なるからである。広辞苑の「歳時記」を見ると、「一年のうち、

そのおりおりの自然、人事百般のことを記した書、俳諧で季語を

分類して解説や例句をつけた書」とある。 

　本になっている歳時記は、一年を春・夏・秋・冬と新年の五

つの季節に分け、冬の中に新年を入れて四冊となっている。一

冊となっているものは、かなり分厚い。季節の状況をわかりやすく

するようにと、「時候、天文、地理、生活、行事、動物、植物」

などの項目に分けてあるのもある。 

　梅が満開の梅園へ行ったとき、一羽の鳥が地に飛んできた。

地虫が出てきているので、それを啄みにきたのである。私は鳥の

名を知らない。カメラマンがしきりとその鳥の姿を追っていた。私は、 

 

何という名の鳥かと尋ねてみた。すると、「鶲」と答えてくれた。 

　「鶲」は、ひたき、と読む。梅園では囀りの声がよく聞こえてい

た、春の鳥なのだろうと思った。だが、「しかし」と疑ってみたの

である。さっそく歳時記を繙いてみた。秋の鳥であった。 

　この「鶲」には別名、「紋付鳥」というのもある。それは、羽

根の一部に白い線があり、それが紋付を着たように見えるところ

から、このような名もつけられ呼ばれるようになったのである。 

　このように、面白い別名を知ることができるのが歳時記で、季

節の広さ、深さを知り、知識や文字の読み方などを教えられ、

心の生活が豊かになり、楽しくなる一冊である。一般辞書では得

られない教えてもらえない部分が多くあるだけに、一家に一冊は

あってもよい書籍である。 

　ロックバンド「ガンズ・アンド・ローゼス」に惚れ込んだ中学二年の

ガクは曲を完璧にコピーするため、ちょっと難ありな性格ながら学

校で一番ギターがうまいと言われている、かけるをバンドに誘います。

ギター兼ボーカルのガク、ベースのマロ、ドラムスで紅一点のリリイ、

リードギターのかけるの４人組で結成されたバンドは文化祭に向けて

練習を始めますが・・・ 

書　名　『ぎぶそん』 
著者名　伊藤たかみ 

　　　　ゴツボ×リュウジ／装画 

出版社　ポプラ社 

所蔵館　中央・駒込・千早・目白 

投稿 荒井智之 さん 

「グループふたば」 
　中央図書館５階入口の壁に、女の子や犬がいるのをご存知で

すか。視覚に障がいのあるお子さんも絵本に親しみ、その楽しさ

を感じることができる「さわる絵本」のコマーシャルボードです。 

　「さわる絵本」を制作するグループふたばは、昭和５６年に、

当時の社会教育課が主催した講座の受講生５人から始まりました。

その後、児童図書の偕成社担当者や品川区のむつき会の協力、

盲学校の応援を得て、試行錯誤を繰り返しながら、文字どおり

手探りで進めてきました。現在会員数は９名。第１・第３水曜日

の午後、中央図書館の会議室で活動しています。さわる絵本は、

点字と原文、半立体の絵で構成され、それに、「ひかり文庫朗

読会」の協力による朗読テープが添えられています。ほかに「さ

わるおもちゃ」も制作しています。絵本もおもちゃも貸し出しますの

で、点字図書館へご連絡ください。 

　グループふたばのホームページに「絵や文字を手でさわりなが 

ら物語を読むと、物の

形・動植物・昆虫など

の姿がイメージ化されて、

遊びや空想の世界が広

がる」と書かれています。

ヘレン・ケラーの伝記を読んだときの指先の感覚が甦りました。 

http://hw001.gate01.com/group-futaba/

ついば 

さえず 

ひもと 

サイバー大学　学長 

吉村　作治 
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西
武
池
袋
線
椎
名
町
駅
前
の
長
崎
神
社
に
沿
っ
て
１
分
程
の
と
こ

ろ
に
、
ア
ト
リ
エ
村
の
小
さ
な
画
廊
〈
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
が
ら
し
〉
が
あ

り
ま
す
。
こ
ん
な
場
所
の
こ
ん
な
ち
っ
ぽ
け
な
店
で
、
よ
く
や
っ
て
い

ら
れ
る
も
の
と
訝
し
が
る
人
も
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
初
め
マ
ス
コ
ミ
各

社
が
取
材
に
や
っ
て
来
た
り
し
て
、
そ
れ

な
り
の
評
価
を
頂
い
て
い
る
の
で
す
。 

　
と
い
っ
て
も
、
こ
の
画
廊
の
や
っ
て
い
る
こ

と
は
、
か
っ
て
の
絵
具
屋
時
代
に
お
世
話

に
な
っ
た
絵
描
き
さ
ん
た
ち
の
仕
事
つ
振

り
を
紹
介
し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
、
そ

の
評
価
は
ひ
と
え
に
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」

の
お
陰
な
の
で
す
。
こ
こ
の
〈
絵
の
虫
た
ち
〉

の
生
き
様
は
、
そ
れ
程
ま
で
に
魅
力
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し

ょ
う
。 

　
先
日
、
或
る
所
か
ら
の
依
頼
で
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
画
家
た
ち

１
０
０
選
」
と
い
う
企
画
を
手
伝
い
ま
し
た
が
、
現
存
作
家
は
ほ
ん

の
５
人
だ
け
で
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
か
っ
て
は
１
０
０
軒
以
上
も
あ

っ
た
ア
ト
リ
エ
村
貸
住
宅
も
、
面
影
を
残
す
の
は
１
〜
２
軒
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

　
幸
い
、〈
絵
の
虫
た
ち
〉
は
作
品
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
日

も
ま
た
、
大
好
き
だ
っ
た
絵
描
き
さ
ん
た
ち
の
お
気
に
入
り
の
作
品

を
飾
り
な
が
ら
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
が
美
術
史
に
な
る
こ
と
を
夢

見
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
「
夢
」
を
見
ら
れ
る
画
廊
の
仕
事

を
、
本
当
に
有
り
難
い
こ
と
だ
な
あ
と
し
み
じ
み
思
っ
て
い
ま
す
。 

豊島区伝統工芸 
豊島区伝統工芸保存会会員の皆様をご紹介します。 

◆
「
籐
の
や
さ
し
さ
」 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

　
南
長
崎
一
丁
目
の
椎
名
町
公
園
の
先
の
路
地
を
入
る
と
籐
工

芸
の
渡
邉
勉
さ
ん
の
工
房
が
あ
る
。 

　
工
房
の
床
に
は
、
色
、
質
、
太
さ
の
違
う
籐
が
所
狭
ま
し

と
棚
に
積
ま
れ
、
床
に
は
丁
寧
に
作
ら
れ
た
籐
製
品
が
並
べ
ら

れ
て
い
る
。 

　
渡
邉
さ
ん
は
、
昭
和
２５
年
、
１６
歳

の
と
き
新
潟
か
ら
上
京
、
約
１０
年
間

の
修
業
の
後
、
２７
歳
で
独
立
、
以
来

椎
名
町
で
数
多
く
の
籐
製
品
を
作
り

続
け
て
い
る
。 

　「
昔
、
銭
湯
が
沢
山
あ
っ
た
頃
は
、

脱
衣
所
の
籠
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
は
ほ
と

ん
ど
籐
製
だ
っ
た
ね
。
籐
の

乳
母
車
も
よ
く
作
っ
た
も
の

だ
よ
。」
と
当
時
を
振
り
返
る
。 

　
作
品
の
脚
を
見
る
と
、
床

に
接
す
る
部
分
が
円
状
に
な

っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、

デ
ザ
イ
ン
の
良
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
床
を
傷
つ
け
ず
、

怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
と
配

慮
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　「
自
然
の
良
さ
、
籐
の
良
さ
を
実
感
し
て
、
も
っ
と
籐
製
品
を

使
っ
て
ほ
し
い
ね
。」
と
渡
邉
さ
ん
は
言
う
。
熟
練
さ
れ
た
手
さ
ば

き
で
籐
を
扱
う
、
力
強
く
綺
麗
な
手
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　 

  

　
昭
和
の
初
め
、
池
袋
に
「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
界
隈
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
何
と
な
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
絵
描
き
や
彫
刻
家
な

ど
は
、
パ
リ
に
あ
こ
が
れ
、
い
つ
か
訪
れ
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

私
は
、
そ
う
し
た
芸
術
家
た
ち
の
熱
い
気
持
ち
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
、

地
域
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
尾
　
先
生
の
講
義
を
お
聞
き
し
て
、
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
は
個
性
豊
か

な
色
々
な
人
が
、
百
花
繚
乱
の
ご
と
く
い
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
み
ん
な

貧
乏
で
し
た
が
、
自
由
奔
放
に
創
作
活
動
に
励
み
ま
し
た
。
夜
に
な
る
と
、

安
い
酒
場
に
仲
間
と
繰
り
出
し
て
、
熱
い
芸
術
論
を
た
た
か
わ
せ
て
い
ま
し

た
。
先
生
は
、「
聖
な
る
居
住
空
間
と
、
俗
な
る
都
市
空
間
が
、
隣
り
合

わ
せ
の
場
所
で
し
た
。」
と
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
だ
谷
端
川
が
流
れ
、

ド
ブ
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
す
。
池
袋
に
は
、
人
を
引

き
寄
せ
る
魅
力
が
、
そ
の
頃
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
ゼ
ミ
で
私
が
楽
し
か
っ
た
の
は
、
ス
ラ
イ
ド
で
作
品
を
見
な
が

ら
、
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
色
々
話
し
合
っ
た
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
靉
光
の
「
眼
の
あ
る
風
景
」
と
い
う
作
品
を
、
じ
っ
く
り
と

見
ま
し
た
。
描
か
れ
て
い
る
素
材
は
、
落
葉
・
切
り
株
・
洞
穴
・

乾
い
た
肉
の
塊
、
そ
し
て
目
。
決
し
て
、
き
れ
い
と
は
言
え
な
い
物
ば
か
り

で
す
。
私
は
以
前
、
こ
の
絵
を
東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
み
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
な
ん
て
暗
い
絵
だ
ろ
う
と
思
っ
た
だ
け
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
ゼ
ミ
で
絵
の
見
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
靉
光
の
こ
の
作
品
は
、

身
近
な
物
を
題
材
に
し
て
、
戦
争
や
生
活
の
不
安
を
描
写
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
自
己
を
見
つ
め
る
鋭
い
表
現
に
、
作
者
の
す
ご
み

さ
え
感
じ
ま
し
た
。
先
生
が
、「
知
識
・
教
養
と
し
て
見
る
の
で
な
く
、
作

家
の
書
い
た
動
機
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
意

味
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
シ
ュ
ウ
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
を
代
表
す
る
も

の
だ
そ
う
で
す
。 

　
最
後
の
回
は
、
先
生
や
仲
間
の
皆
さ
ん
と
ア
ト
リ
エ
村
を
歩
き
ま
し
た
。

若
き
芸
術
家
た
ち
は
、
下
駄
の
音
を
た
て
て
池
袋
ま
で
の
道
を
、
せ
っ
せ
と

往
復
し
た
そ
う
で
す
。
山
手
通
り
は
広
く
な
り
、
川
は
暗
渠
と
な
り
、
多

く
の
ア
ト
リ
エ
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
く
ら
が
丘
パ
ル
テ
ノ
ン
に
、

名
前
の
由
来
と
な
っ
た
桜
が
、
た
だ
一
本
だ
け
残
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。 

　
池
袋
は
、
た
え
ず
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
か
つ
て
こ
の
場
所

で
若
い
芸
術
家
た
ち
が
、
希
望
を
持
っ
て
仲
間
た
ち
と
情
熱
的
に
生
き
て
い

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

東京籐工芸 
渡邉 勉さん 

地
域
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
受
講
感
想 

　「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
入
門
」 

１F平面図 ２F平面図 

　千早図書館は、昭和４６年春、千川駅の南３００メートルの地に、区内で２番目に建設されました。建物

周辺は閑静な住宅街で、ご近所の方のご利用のほか、保育園・小学校など団体でのご利用が多いの

が特徴です。 

　「地域の特色を生かした図書館づくり」としては、晩年、この地区に住んでおられた漫画家、横山光

輝氏のことを皆様に知っていただくために、「横山光輝コーナー」を設けました。『鉄人２８号』『三国

志』『魔法使いサリー』等、秀作は時代を超えて愛されています。さらに、「子育て支援図書」の充実

にも力を入れています。乳幼児向け絵本の新規購入や「児童書コーナー」の拡充で、親子で来館され

る方にも喜ばれています。 

　館内視聴覚室では、地域の自主活動グループによる講演会や、お子様を対象とした「おはなし会」

を定期的に開催し、おとなも子どもも本に親しむ機会の提供に努めています。 

　先日、いつも図書館をご利用いただいている方が、会社をリタイアされたと思われるお友達を連

れて来館されたのをお見かけしました。公園デビューならぬ図書館デビューというところでしょうか。

図書館は情報の宝庫です。セカンドライフを模索する皆様にも、資料探しなどお手伝いをさせていた

だきます。 

　東京メトロ有楽町線に加え、６月には副都心線も開業します。地域の皆様をはじめ近郊の方にも、利

用しやすく役立つ地域図書館を目指してまいりますので、千早図書館へぜひお越しください。 

豊島区立千早図書館 
●住　　所：〒１７１－００４４　豊島区千早２－４４－２ 
●電話番号：０３－３９５５－８３６１ 
●交通案内：東京メトロ有楽町線　千川駅（３番出口） 
　　　　　　徒歩５分 
●閲覧席数：１１５席 

「 千 早 図 書 館 」 編  

：検索用端末機 

閲覧席 

YAコーナー 
事務室 

官報・公報 
コーナー 

バルコニー 
（喫煙所） 

視聴覚室 

閑架書庫 

一般閲覧席 

新聞コーナー 

雑誌コーナー 

一般玄関 

貸出サービスコーナー 

児童 
玄関 

児童コーナー 

一般書コーナー 一般書コーナー 

横山光輝コーナー 

文庫・新書コーナー 文庫・新書コーナー 

● 

● 

● ● ● 

● 
有楽町線 

千川駅３番出口 

要町３丁目バス停 

車販売会社 

千早地域 
文化創造館 

西部区民 
事務所 

コープ 
とうきょう 

千早図書館 

千
川
駅 

い
ぶ
か 

あ
い
み
つ 

西澤　京子さん 

 

～ギャラリーいがらし～ 

代表　五十嵐  健市さん 「アトリエ村の小さな画廊」 郷土の民話や伝説に関心を持ち、
それを題材とした童話の創作に
取り組んでいます。 



各種申し込み方法 

編

集

後

記 

図
書
館
か
ら
の 
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ら
せ 
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● は休館日 
● は土日祝 

図書館カレンダー  

５
　
月 

６
　
月 

開館時間 
平　日 午前１０時～午後１０時 
土日祝 午前１０時～午後６時 

開館時間 
平　日 午前９時～午後７時 
土日祝 午前９時～午後５時 

開館時間 
平　日 午前１０時～午後７時 
土日祝 午前１０時～午後５時 

中央図書館 駒込・巣鴨・上池袋・池袋・千早図書館 雑司が谷図書貸出コーナー 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

地 域 研 究 ゼ ミ ナ ー ル 　 受 講 生 募 集  

豊島区に関係の深いテーマについて、図書館の資料を活用し学びながら、 
自分の研究テーマを探すゼミナールを開講します。 

第四弾は「昭和史と東京裁判」（全５回） 

講　師　粕谷　一希（かすや　かずき）氏 
（豊島区参与　図書館行政政策顧問） 

日　程　第１回    ７月５日（土）「昭和史」 
第２回    ８月２日（土）「明治維新」 
第３回    ９月６日（土）「明治国家」 
第４回  １０月４日（土）「大正」 
第５回  １１月１日（土）「戦後史」 

時　間　午前１０時～１２時 
会　場　中央図書館５階会議室 
費　用　５００円（資料代・事務費）　会場への交通費等は

各自負担です。 
募　集　３０名　※ゼミナールの受講を希望される方は、

右下の申し込み方法をご覧ください。 
 

ビ ジ ネ ス な ん で も 相 談 

　
新
し
い
年
度
を
迎
え
、
組
織
や
人
が
変
わ
り
、
今
年
度
も
図
書
館
は
慌
し
く

変
貌
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
問
う
姿
勢
だ
け

は
不
変
的
な
も
の
と
い
え
ま
す
。
こ
の
通
信
が
皆
様
と
図
書
館
を
つ
な
ぐ
橋
と
な

る
よ
う
様
々
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。（
眞
） 

プロフィール 
昭和１４年、徳島県生れ。帝京大学文学部日本文化学科教授。近世文学
専攻。東京大学名誉教授。落語など舌耕文芸、近世・近代の文学・芸
能研究で著名である。主な著書として『落語はいかにして形成されたか』
（昭和６２年サントリー学芸賞受賞、平凡社、昭和６１年刊）、主な編著と
して『落語の愉しみ（落語の世界１）』、『名人とは何か（落語の世界２）』、
『落語の空間（落語の世界３）』（各岩波書店、平成１５年刊）『三人吉三
廓初買（歌舞伎オン・ステージ１４）』（白水社、平成２０年刊）などがある。 

プロフィール 
昭和３８年、東京都生れ。日本大学卒業。平成元年、柳家さん
喬に入門、平成１２年真打昇進。古典、新作の両方を演じ、創
作話芸集団ＳＷＡに所属し新作落語を創作口演している。近年、
三遊亭圓朝作品を精力的に演じ、「名人くらべ－錦の舞衣」、一
席物「にゅう」、長編物「熱海土産温泉利書」、昨年には、横浜
にぎわい座で長編「牡丹燈籠」を通しで演じ好評を博している。
平成１７年度芸術選奨文部科学大臣新人賞など受賞。豊島区民。 

 

延廣　眞治氏 
のぶひろ　　し ん じ  

 

柳家　喬太郎 氏 
やなぎや　　きょうたろう 

　中央図書館では、中小企業診断士が創業・起業・多角化・事業継承・
経営など、ビジネスに関する相談に無料で応じます。 
　５月からは毎週土曜日も開設します。 
 
開設日時　毎週水・木曜日　午後６時３０分～午後９時３０分 
　　　　　毎週土曜日　　　午後２時～５時 
会　　場　中央図書館４階ビジネス支援コーナーカウンター 
申し込み　当日直接会場へどうぞ。 
　　　　　電話予約もできます。（受付時間平日午前８時３０分～午後５時） 
　　　　　生活産業課商工政策係　ＴＥＬ５９９２－７０８９ 

粕谷　一希氏 

◆児童・あかちゃんおはなし会  

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。 

図 書 館 イ ベ ン ト 情 報  各図書館の連絡先 □中央図書館　３９８３-７８６１
□駒込図書館　３９４０-５７５１ 

□巣鴨図書館　　３９１０-３６０８ 
□上池袋図書館　３９４０-１７７９ 

□池袋図書館　３９８５-７９８１ 
□千早図書館　３９５５-８３６１ 

毎週、おはなし会を開催し本の読み聞かせなどイベントを行っています。遊びに来てくださいね。 

中央図書館 
児童コーナー 

駒込図書館 
(駒込地域文化創造館) 
 
巣鴨図書館 
地下会議室 
 
上池袋図書館 
おはなしのへや 
(※印は地下ホール ) 
 
池袋図書館 
ワークルーム 

 
千早図書館 
視聴覚室 

日曜日 
２時 

土曜日 
３時 
 

水曜日 
３時 
 
 

水曜日 
３時 

 
土曜日 
２時 
 

水曜日 
３時３０分 

最終日曜日 
１１時 
 
― 
 

最終水曜日 
１１時 
 

最終水曜日 
１１時※ 
 
 
― 
 

水曜日 
１０時３０分 

主催／会場 
おはなし会開催日 スペシャルイベント 

５月 ６月 

「現代によみがえる三遊亭圓朝」　講師　延廣眞治 
ゲスト対談　―圓朝を演じる おもしろさ むずかしさ－　延廣眞治・柳家喬太郎 

中央図書館　特別講演会 平成２０年６月２１日（土）午後４時～６時　会場「あうるすぽっと」会議室Ｂ 
募集100名  　参加費１,０００円  　講演会の受講を希望される方は、下記の申し込み方法をご覧ください。 

★４日・おはなしこうさく会　　２時 
 
 

―― 
 

★２８日・すがもこどもえいがかい　３時 
　｢ばけくらべ｣（２１分）

 
 
 

―― 
 

★２４日・たんぽぽえいがかい　２時 
　「ゴマちゃんの交通安全」（１５分）「花さき山」（１４分）  

 

―― 
 

★１日・おはなしこうさく会　　２時 
 

―― 
 

★２５日・すがもこどもえいがかい　３時 
　｢七夕さま｣（１０分）｢とべないホタル｣（１７分）  
 

――  
 

★２８日・たんぽぽえいがかい 
　２時「こぎつねコンとこだぬきポン」（２１分）  

 

―― 

幼児・小学生 あかちゃん 

蔵書点検のため各館休館します。日程は中段右「特別整理休館のお知らせ」をご覧ください。 
分庁舎ろう電検査のため、平成２０年８月１６日（土）は全館（点字図書館含む）臨時休館します。 
目白図書館は建物の老朽化に伴う改修工事のため、平成２０年９月初旬（予定）まで休館します。 
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※ 申し込み方法は２種類です。 
※ ひとつの行事に重複して応募された場合、２枚目以降は無効です。 
※ 応募者多数の場合は抽選となりますので予めご了承ください。 
※ いずれも申込期限後１週間程度で当落の通知をします。 

１ 往復はがきに①～⑤を記入し下記送付先へお送りください。 
（はがき１枚につき１件の申込みとします。） 
① ご希望の講演名、又は、ゼミナール名 
　「６/２１講演会」 
　「昭和史と東京裁判」 
② 郵便番号 
③ 住所 
④ 氏名（ふりがな） 
⑤ 電話番号 
◆申込期限：「６/２１ 講演会」　　　５月２８日(水 )消印有効 
　　　　　　「昭和史と東京裁判」　６月１３日(金 )消印有効 
◆送付先：〒１７０-８４４２ 豊島区東池袋４-５-２ 
 ライズアリーナビル５階 
 中央図書館　企画調整グループ 

２ 電子申請でも受け付けます。 
豊島区ホームページアドレス　 http://www.city.toshima.tokyo.jp/

●６月２１日（土）１０時～１２時 
会　場　　千早図書館 
講師　有堀　明氏 
プロフィール　 
千早図書館友の会会員。歴史・文学・河川等様々な分
野に精通。講師経験多数。 上記の日程で休館になります。 

ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をよろしくお願いします。 

◆千早進歩自由夢　申込不要。当日、千早図書館（千早２-４４-２）へ直接お越しください。 

 
講演　【旅は鈍行で行く！】 
内容　１　ふと思い立って下車 
　　　２　その土地の学生達が、その日の学校での出来事を身振り、 

手振りで喋っている姿を見るのも楽しい。 
　　　３　列車が停まると、手の届くような所にお城の石垣が続く。 
　　　４　ブルートレイン等の古い型の車両にゆったりと座れる。 

◆特別整理休館のお知らせ 
図書館名 

中央図書館 
駒込図書館 
巣鴨図書館 
上池袋図書館 
池袋図書館 
千早図書館 

休館日 
６月２３日（月）～６月３０日（月）
６月４日（水）～６月８日（日） 
５月２１日（水）～５月２５日（日） 
５月２８日（水）～６月３日（火） 
６月１１日（水）～６月１７日（火） 
５月１４日（水）～５月１８日（日） 
 

※受講生は、事前に、半藤一利
著『昭和史１９２６－１９４５』（株
式会社平凡社刊定価１,６００円）
を読んで講義に臨んでください。 
区内では、中央図書館・駒込図
書館・池袋図書館・千早図書館
に所蔵しています。 


